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も

て

一

サ
ケ
漁

松

浦

．

茂

　

樹

（建
設
産
業
史
研
究
会

代
表
）
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は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐――――‐

新
潟
県
村
上
市
を
流
下
す
る
三
面
川
は
、
サ
ケ
の

遡
上
す
る
川
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
生
態
、
歴

史
、
現
状
、
ま
た
サ
ケ
と
の
関
わ
り
文
化
な
ど
は
、

市
内
に
あ
る
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
イ
ヨ
ボ
ヤ
と
は
地
元
で
サ
ケ
の
意
味
で
、
日

本
最
初
の
サ
ケ
の
博
物
館
と
し
て
昭
和
六
二
年

（
一

九
八
七
）
に
開
館
さ
れ
、
毎
年

一
〇
万
人
前
後
が
訪

れ
て
い
る
。
ま
た
三
面
川
サ
ケ
漁
に
つ
い
て
は
、
既

に
何
冊
か
の
書
籍
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

今
さ
ら
論
考
と
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

河
川
研
究
者
の
立
場
か
ら
若
干
の
新
た
な
考
察
を
加

え
な
が
ら
述
べ
て
い
き
た
い
。
特
に
、
近
世
後
半
に

行
な
わ
れ
た
世
界
最
初
の
計
画
的
な
サ
ケ
産
卵
場
の

整
備

（種
川
の
制
）
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。

三
面
川
は
、
水
源
を
山
形
県
境
の
朝
日
連
峰
に
発

し
新
潟
県
村
上
市
を
流
れ
る
流
域
面
積
六
七
七
Ｗ
、

幹
川
延
長
約
五
〇
血
の
日
本
海
に
流
出
す
る
二
級
河

川

（管
理
は
新
潟
県
）
で
あ
る
。
そ
の
途
中
、
朝
日

区

（旧
朝
日
村
）
で
小
揚
川
、
長
津
川
、
滝
矢
川
、

高
根
川
を
合
流
し
、
村
上
区

（旧
村
上
市
内
）
で
山

田
川
、
小
谷
川
、
門
前
川
を
合
わ
せ
る
。
そ
の
山
地

は
、
花
商
岩
類
と
と
も
に
中
古
生
層
の
地
質
が
発
達

す
る
。

昔
は
瀬
波
川
や
布
部
川
と
呼
ば
れ
、
三
面
川
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
河
口
よ
り
約
五
、
六
〇
〇

ｍ
地
点
に
あ
た
る

村
上
地
区
と
朝
日
地
区
の
境
を
俗
に
御
境

（お
さ
か

い
）
と
称
す
る
が
、
御
境
は
村
上
藩
と
天
領
と
の
境

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
下
流
部
河
道
が
、
近
世
後

半
に
鮭
の
産
卵
場
で
あ
る
種
川
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

現
在
の
下
流
部
は
、
図
１
の
よ
う
な
状
況
で
、
左
岸

に
水
路
が
整
備
さ
れ
て
種
川

（写
真
１
）
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
河
床
は
、
中
古
生
層
の
山
地

か
ら
流
出
し
た
小
砂
利
よ
り
な

っ
て
い
る
。

な
お
こ
の
河
道
状
況
は
戦
前
と
全
く
異
な

っ
て
い

る
。
大
正
三
年

（
一
九

一
三
）
に
則
図
さ
れ
た
図
面

は
図
２
、
図
３
に
示
す
が
、
下
流
部
で
は
澪
筋
は
４

筋
に
分
か
れ
、
河
口
部
近
く
で
１
本
に
合
流
し
て
海

に
注
ぐ
。
こ
の
形
状
は
、
人
工
的
に
整
備
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
堤
防
は
左
岸
に
不
連
続
と
な
っ
て

存
在
す
る
。

|||||||||||||||||||||||

面
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の
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要



一庭
耀

▲
図
１
　
現
在
の
三
面
川
下
流
部
河
道
状
況
図

（三
面
川
中
洲
公

園
の
南
岸
側
に
あ
る
水
路
が
種
川
）
２

九
七
六
年
測
量
、　
一

九
九
五
年
修
正
の
国
土
地
理
院
２
万
５
千
分
の
１

「村
上
」
か

ら
作
成
）

＞
図
２
　
戦
前
の
三
面
川
中

・
下
流
部
河
道
状
況
図

（
一
九

一
三
年
測
量
、　
三
〈
年
発
行
の
５
万
分
の
１
地
形
図
「村
上
」

「塩
野
町
」
か
ら
作
成
）

く
図
３
　
戦
前
の
三
面
川
下
流
部
河
道
状
況
図

（図
２
の
う
ち
最
下
流
部
）
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ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

近
世
ま
で
の
サ
ケ
漁
業
　
　
　
　

‐‐‐‐‐‐‐‐

越
後
国

（新
潟
県
）
の
サ
ケ
は
延
長
五
年

（九
二

七
）
に
成
立
し
た

『延
喜
式
』
に
も
掲
載
さ
れ
、
越

後
の
代
表
的
な
貢
納
す
べ
き
産
物
と
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る
。
長
寛
三
年

（
一
一
六
五
）
の
南
部
文
書
に

は
、
瀬
波
河

（現
三
面
川
）
の
サ
ケ
漁
に
つ
い
て
、

「
漁
鮭
為
重
色
済
物
」
（都

へ
の
重
要
な
貢
ぎ
物
の

意
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
近
世
の
状
況
に
つ
い
て
須
藤
和
夫
著

『三

面
川
サ
ケ
物
語
』
（朔
風
社
、　
一
九
八
五
年
）
に
基

づ
い
て
簡
単
に
み
て
い
こ
う
。
豊
富
に
と
れ
る
サ
ケ

は
村
上
藩
に
と

っ
て
重
要
な
収
入
で

あ

っ
た
。
当
初
は
、
雑
租
と
し
て
そ

の
漁
獲
に

「鮭
川
役
」
な
る
税
金
を

課
し
た
。
だ
が
寛
文
年
間

（
一
六
六

一
～
七
三
）
に
な
っ
て
、
河
日
か
ら

約
六
価
の
河
道
に
対
し

「
運
上
金
」

を
課
し
た
。
「
運
上
金
」
と
は
、
年

ご
と
の
サ
ケ
の
漁
業
権
を
入
札
に
し
、

最
高
額
で
落
札
し
た
入
札
者
が
そ
の

金
額
を
藩
に
納
入
す
る
制
度
で
あ
る
。

こ
の
運
上
金
額
か
ら
サ
ケ
の
収
穫
量

が
推
測
で
き
る

（図
４
）
。

元
禄

一
五
年

（
一
七
〇
二
）
に
は

一
六
六
両
、
翌

一
六
年
に
は
二
四
六

両
、
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
は
七

八
両
と
減
少
し
た
が
、
翌
年
に
は

一

八
四
両
、
正
徳
二
年

（
一
七

一
二
）

二
七
四
両
、
同
五
年
三

一
五
両
、
享

保
三
年

（
一
七

一
八
）
に
は

一
九
二

両
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後

享
保
五
年
、
内
藤
氏
が
村
上
藩
主
と

な

っ
て
か
ら

一
気
に

一
〇
両
、
二
〇

両
と
減
少
し
、
元
文
元
年

（
一
七
三

六
）
に
は
五
両
三
分
と
落
ち
込
み
、

同
三
年
に
は
入
札
停
止
と
な

っ
て
し

ま

っ
た
。
こ
の
状
況
は
明
ら
か
に
乱

獲
の
結
果
で
あ
る
。
入
札
停
止
は
寛

保
元
年

（
一
七
四

一
）
ま
で
続
く
。

|||||||||||||||||||||||
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写真 1 現在の種川 (撮影 :遠山彩嘉 )
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図 4 近世運上金の移 り変わり (『村上市史資料編 1』 に基づき遠山彩嘉が作成)



と
こ
ろ
が
宝
暦

一
一
年

（
一
七
六

一
）
に
三
〇
〇

両
台
に
回
復
し
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
に
は
三

三
〇
両
と
な
っ
た
。
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
は

一
、
○
○
○
両
台
と
な
り
、
天
保

・
弘
化

・
嘉
永

・

安
政
の

一
八
〇
〇
年
代
は
二
、
○
○
○
両
を
大
き
く

突
破
す
る
年
が
多
く
な

っ
た
。
そ
し
て
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
は
五
、
六
〇
〇
両
に
達
し
た
。

享
保
年
間
後
半
か
ら
宝
暦
年
間
初
め
に
か
け
て
大

き
く
減
少
し
て
い
た
の
が
、
急
激
に
回
復
し
て
い
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
種
川
の

制
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ケ
保
護
政
策
が
あ

っ
た
の
で
あ

フ０
。近

世
当
初
の
元
和
五
年

（
一
六

一
九
）
、
村
山
城

主
は
堀
氏
で
あ

っ
た
が
、
「
鮭
の
稚
魚
を
捕
る
こ
と

を
固
く
禁
ず
る
、
捕

っ
て
い
る
者
を
見
付
け
た
ら
通

報
せ
よ
、
通
報
者
に
は
銀
子

一
枚
を
や
る
」
と
の
内

容
の
制
札
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
頃
に
も
サ
ケ
の
稚

魚
を
大
事
に
す
べ
き
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

そ
し
て
近
世
後
半
、
産
卵
場
所
の
確
保
の
た
め
の

種
川
の
整
備
と
い
う
積
極
的
な
保
護
政
策
が
取
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

河
道
状
況
と
種
川
整
備

絵
図
１
は
、
文
化
五

（
一
人
〇
八
）
年
当
時
の
種

川
状
況
を
現
し
た
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
文
化
七
年
の

種
川
図
が
図
５
で
あ
る
。
種
川
絵
図

・
図
は
、
漁
場

の
入
札
を
行
う
前
に
藩
役
人
の
内
見
に
備
え
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
絵
図

・
図
両
方
か
ら
み
て
、
河
の

中
を

一
見
す
る
と
、
扇
状
地
河
道
か
ら
そ
の
下
流
に

つ
な
が
る
移
化
帯
河
道
の
よ
う
で
あ
る
。
扇
状
地
河

道
で
は
、
表
流
水
は
細
い
澪
筋
に
な

っ
て
広
い
石
礫

の
川
原
を
幾
筋
化
に
分
か
れ
て
流
れ
る
。
伏
流
す
る

も
の
も
多
く
、
扇
状
地
末
端
部
分
そ
し
て
そ
の
下
流

部
で
湧
き
出
し
て
表
流
水
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
扇

状
地
河
道
は
、
山
地
か
ら
低
地
に
出
た
と
こ
ろ
で
発

達
す
る
が
、
三
面
川
で
は
河
口
に
近
い
下
流
部
に
展

開
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
扇
状
地
河
道
は
そ
の
直

下
流
で
合
流
し
澪
筋
は

一
つ
に
な
る
移
化
帯
河
道
な

る
が
、
こ
れ
ら
絵
図

・
図
で
も
同
様
な
形
状
に
な
っ

て
い
る
。
日
伝
え
と
し
て
、
こ
の
河
道
は
宝
暦

一
三

（
一
七
六
三
）
年
か
ら
寛
政

（
一
七
九
四
）
年
に
か

け
て
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

絵
図
１
に
は
、
下

（南
）
の
２
筋
の
澪
で
上
下
流

に
複
数
の
柵
が
作
ら
れ
て
い
る
。
上
流
部
に
あ
る
の

は
、
サ
ケ
が
上
る
の
を
防
ぐ
た
め
密
に
打
た
れ
た
柵

（密
柵
）
で
、
下
流
部
に
あ
る
の
が
サ
ケ
が
入
れ
る

柵
で
あ
り
、
こ
の
区
間
が
種
川
で
あ
る
。　
一
方
、
上

の
方
の
澪
筋
に
も

一
つ
の
柵
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の

上
下
に
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
柵
は
遡
上
し
て

く
る
サ
ケ
を
採
捕
す
る
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
。

図
５
は
、
絵
図
と
は
二
年
し
か
違
わ
な
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
河
道
の
状
況
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

洪
水
に
よ
っ
て
河
道
の
澪
筋
が
大
き
く
変
動
し
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
柵
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

柵
で
も

っ
て
種
川
を
整
備
す
る
前
の
状
況
を
現
し
て

|||||||||||||||||||||||

近
世
後
半
の
種
り||

の
整
備
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絵
図
１
　
文
化
五
年

（
一

河
道
状
況
図

（出
典

¨
八
〇
八
）
の
鮭
川

（三
面
川
）

『三
面
物
語
』
新
潟
県
）
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謬
‡
職
蟷
磁

図
５
　
文
化
七
年

（
一
人

一
〇
）
の
鮭
川

（三
面
川
）

道
状
況
図

（出
典

¨
鈴
木
押
三

『三
面
川
の
鮭
の
は
な
し
Ｌ

一
砂
海

文‐
之 砂

嫡̈
恥
鶴
織
ス

ヽ
走

，
出

。新
小
島
境

一越
り輝持

門
前
川
が
合
流
す
る
三

・
四
ｋｍ
区
間
で
六
五
〇
分
の

一
、
そ
の
上
流
二

・
Ｏ
ｂ
区
間
で
五
七
〇
分
の

一
、

さ
ら
に
そ
の
上
流
二

・
○
』
区
間
が
四
七
〇
分
の

一

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
勾
配
そ
し
て
河
状
か
ら
み
て
、

現
状
で
は
河
田
部
か
ら
移
化
帯
河
道
が
三

・
四
血
で

あ
り
、
そ
の
上
流
に
勾
配
が
緩
や
か
な
扇
状
地
的
河

道
が
拡
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
絵
図
１
、

図
５
で
み
る
と
、
現
在
の
移
化
帯
河
道
の
区
間
で
も

扇
状
地
河
道
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
扇
状
地
河
道

の
形
成
は
上
流
か
ら
流
出
し
て
く
る
土
砂
の
量
に
よ

っ
て
も
異
な
る
が
、
人
工
的
に
整
備
し
た
結
果
と
判

断
さ
れ
る
。

果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
工
的
整
備
が
可
能
か

ど
う
か
で
あ
る
が
、
利
根
川
で
は
今
日
で
も
澪
筋
が

い
ぐ
つ
か
に
分
か
れ
扇
状
地
河
道
の
様
相
を
示
し
て

い
る
妻
沼
付
近
の
勾
配
は
六
〇
〇
分
の

一
よ
り
緩
や

か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
人
工
的
整
備
は
十
分
可

能
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
サ
ケ
の
生
態
を
み
る
と
、
メ
ス
は
産
卵
が

終
わ
る
と
産
卵
床
の
上
流
側
の
小
砂
利
を
掘

っ
て
受

精
卵
の
上
を
覆
い
、
小
高
い
山
を
作

っ
て
外
敵
か
ら

守
る
。
こ
の
た
め
サ
ケ
の
産
卵
場
と
し
て
は
、
川
底

が
小
砂
利
で
あ

っ
て
湧
水
が
あ
り
、
土
砂
の
堆
積
が

生
じ
な
い
と
こ
ろ
が
適
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
湧

水
に
よ

っ
て
新
鮮
な
水
が
供
給
さ
れ
、
卵
が
埋
ま
る

こ
と
は
な
い
。

三
面
川
下
流
部
は
サ
ケ
の
産
卵
に
と

っ
て
格
好
の

場
所
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
古

・
中
生
代
の
地
質

か
ら
な
る
山
地
部
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出
た
堆
積
物

は
小
砂
利
と
な

つ
て
三
面
川
下
流
部
に
堆
積
す
る
。

さ
ら
に
豊
富
な
湧
水
が
あ

っ
た
。
河
日
か
ら
ほ
ど
近

い
と
こ
ろ
に
、
産
卵
場
を
準
備
で
き
た
の
で
あ
る
ｃ

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
河
道
を
維
持
し
安
定
さ
れ
る

の
は
並
大
抵
で
は
な
い
。
洪
水
の
た
び
に
運
搬
さ
れ

て
き
た
土
砂
の
堆
積
が
あ
り
、
澪
筋
は
容
易
に
変
化

す
る
。
毎
年
、
藩
に
よ
り
か
な
り
の
経
費
で
も

っ
て

維
持
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
、
旧
藩
士
た
ち
が
サ
ケ

漁
の
権
利
を
得
た
が
、
明
治
に
な

つ
て
藩
に
よ
る
維

持
は
行
な
わ
れ
な
か
つ
た
の
で
、
河
道
は
か
な
り
荒

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
河
道
の
整
備
に
三
、

七
六
〇
両
の
莫
大
な
資
金
が
必
要
で
あ

っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
種
川
の
維
持
は
大
変

だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
種
川
の
整
備
に
つ
い
て
、
明
治
六
年
四
月
旧

村
上
藩
士
か
ら
の
願
書

「
旧
村
上
藩
領
中
鮭
漁
場
定

式
諸
営
繕
其
外
取
扱
方
大
略
申
上
候
」
に
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

最
下
流
部
三
〇
町

（約
三
ｈ
）
の
区
間
に
つ
い
て
、

文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
初
め
て
種
川
の
方
法
を
発

見
し
、
１
筋
の
流
れ
で
あ

つ
た
と
こ
ろ
を
３
筋

（下

渡
河
二
〇
町
余
、
堀
川
五
町
余
、
新
規
掘
割
）
に
分

流
さ
せ
、
三
か
年
の
間
、
サ
ケ
漁
を
禁
止
し
、
四
年

目
に
古
川
筋
で
長
さ
五
町
余
を
種
川
に
し
た
。
そ
し

て
サ
ケ
は
寒
い
時
期
に
孵
化
し
、
翌
年
四
月
に
海
洋

に
出
て
同
年
九
月
に
元
の
川
に
帰

っ
て
く
る
。

し

興屋村・坂ノ軒
議

之^‐り翻
募御ヽ

瑠
＝

い
る
の
だ
ろ
う
。
主
流
部
と
考
え
て
よ
い
澪
筋
の
少

し
上
流
部
の
河
岸
は
、
お
そ
ら
く
木
杭
で
整
備
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
澪
筋
を
安
定
さ
せ
る
の
に
大
き

な
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

現
在
の
河
道
で
河
床
勾
配
を
み
る
と
、
河
口
か
ら

留
列1
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青
砥
（あ
お
と
）
武
平
次
貧

七

一
三
～

一
七
八

八
）
と
「種
川
の
制
」

種
川
の
制
度
を
考
案
し
た
の
は
、
村
上
藩
の
武
士

で
あ
る
青
砥

（あ
お
と
）
武
平
次
と
い
わ
れ
る
。
明

治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、

先
述
し
た
よ
う
に
明
治
六
年
の
旧
藩
士
の
願
書
に
は

文
化
五
年
に
種
川
の
方
法
を
発
明
し
た
と
述
べ
ら
れ

て
い
て
、
青
砥
の
存
命
時
期
と
重
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
も
あ
り
、
青
砥
と
種
川
制
度
と
の
関
連
を
否
定

す
る
意
見
も
あ

っ
た
。
だ
が
近
年
、
山
形
県
鶴
岡
市

で
そ
の
関
連
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
古
文
書
が
発
掘
さ

れ
た
。
『宇
治
家
之
記
』
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
青
砥
が
御
上
川
の
方
法
つ
ま
り
種
川

を
造
り
、
そ
こ
に
産
卵
さ
せ
る
方
法
を
始
め
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
寛
政
九

（
一
七
九

七
）
年
に
大
庄
屋

・
宇
治
勘
助
が
、
こ
の
方
法
を
見

習

っ
て
は
ど
う
か
と
庄
内
藩
に
上
申
し
た
も
の
で
あ

る
。
庄
内
藩
で
は
こ
の
献
策
を
受
け
、
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
月
光
川
の
支
川
滝
淵
川
と
牛
渡
川
を

種
川
と
し
い
川
の
上
下
に
す
だ
れ
を
張

っ
て
整
備
し

た
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
下
流
で
採
捕
し
た
鮭
を
運
び

産
卵
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
で
特
に
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
サ
ケ
の

生
ま
れ
た
川
へ
の
回
帰
に
つ
い
て
、
昔
か
ら
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

サ
ケ
の
回
帰
に
つ
い
て
、
古
く
か
ら
何
と
な
く
知
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
青
砥
は
こ
の
言
い
伝
え

を
信
じ
、
種
川
を
整
備
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

種
川
と
し
て
、
図
５
の
よ
う
な
整
備
が
初
め
か
ら

行
な
わ
れ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
も

っ
と
簡
単

な
も
の
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
産
卵
か
ら
海

へ
の
流
下
ま

で
の
時
期
は
、
晩
秋
か
ら
早
春
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、

大
き
な
洪
水
は
な
い
が
、
中
小
洪
水
は
あ
る
。
孵
化

し
稚
魚
に
な
る
ま
で
、
洪
水
に
襲
わ
れ
な
い
澪
筋
が

必
要
で
あ
る
。
当
初
は
自
然
に
で
き
た
澪
筋
で
行
わ

れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
人
工
的
に
分
流
の
整

備
が
行
な
わ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

――‐‐‐‐‐‐
　
近
代
の
三
面
川
の
サ
ケ
漁
業
　
　
‐‐‐‐‐‐‐‐

明
治
か
ら
戦
前
の
サ
ケ
漁
業

明
治
時
代
に
な

っ
て
、
三
面
川
鮭
漁
業
権
は
旧
村

上
藩
士
た
ち
が
担
う
こ
と
と
な

っ
た
。
明
治
五
年

（
一
人
七
三
）
に
は
、
入
札
で
新
潟
県
か
ら
こ
の
年

の
漁
業
権
を
民
間
人
が
得
た
が
、
そ
の
民
間
人
か
ら

権
利
を
譲
渡
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
年
、
先
述
し
た

よ
う
に
川
の
整
備
に
三
、
七
六
〇
両
を
投
じ
た
と
い

う
。
翌
年
に
は
藩
士
た
ち
は
、
川
の
整
備
に
つ
い
て

責
任
を
も

っ
て
行
う
こ
と
な
ど
を
力
説
し
五
年
間
の

漁
業
権
を
願
い
出
た
。
こ
の
年
は

一
年
間
の
漁
業
権

で
あ

っ
た
が
、
翌
七
年
か
ら
は
永
年
の
許
可
を
得
た
。

一
五
年
に
は
、
旧
士
族

一
同

（約
七
〇
〇
戸
）
で
も

っ
て
村
上
鮭
産
育
養
所
を
組
織
し
サ
ケ
漁
を
続
け
て

い
っ
た
。

一
方
、
こ
の
年
以
前
の
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
、

人
工
ふ
化
の
技
術
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
東
京

・
札

…
】

…
拌

，温
‐ヽ‘‥
〕

幌
で
試
験
的
に
ふ
化
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
を
知

っ

た
旧
藩
主
た
ち
は
人
工
ふ
化
も
必
要
と
判
断
し
、　
一

一
年
に
は
ふ
化
場
を
設
置
し
、
中
央
か
ら
の
技
術
指

導
を
受
け
て
人
工
ふ
化
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
試
験

場
を
除
い
て
日
本
で
最
初
の
人
工
ふ
化
で
あ
り
、
採

取
さ
れ
た
受
精
卵
は
全
国
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
後
、

三
面
川
で
は
、
種
川
で
の
天
然
ふ
化
と
人
工
ふ
化
と

の
二
本
立
て
で
進
め
て
い
っ
た
が
、
種
川
と
し
て
図

譴漁撻篠 (轟 )

三面メII鮭漁獲高

豊Jま豊凛』』

臨 疇師

11き |〕《》蠣お鴫〉

6帥

む帥

犠爾 砕聯

夢帥

螂

1.朧脚

饉 蒙ll

颯∫ずぽぽゴ♂ずがず
図 6 明治当初のサケ漁獲高 (勝寸上市史資料編 1』 に基づき遠山が作成 )
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開 発 の 風 土 論

３
の
よ
う
な
河
道
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

村
上
鮭
産
育
養
所
は
、
技
術
の
提
供
に
も
積
極
的

で
あ

っ
た
。
種
川
の
制
は
、
明
治

一
二
年

（
一
八
七

九
）
に
は
北
海
道
渡
島
半
島
の
遊
楽
部

（ゆ
う
ら
っ

ぷ
）
川
に
移
出
さ
れ
た
。
そ
の
成
績
が
よ
か
っ
た
た

め
、
二

一
年
ま
で
に
道
南
を
中
心
に
約
四
〇
河
川
で

種
川
の
制
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
新
潟
県
下
の
各
河

川
の
ふ
化
場
で
使
用
す
る
サ
ケ
卵
は
、
す
べ
て
村
上

鮭
産
育
養
所
か
ら
配
布
さ
れ
る
も
の
が
使
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
三
四
年
に
は
、
県
営
の
サ
ケ
人
工
ふ
化
場

が
新
設
さ
れ
、
育
養
所
と
併
せ
て
供
給
能
力
を
高
め

て
い
き
、
三
面
川
は
新
潟
県
下
各
河
川
に
お
け
る
サ

ケ
漁
の
親
川
の
役
割
を
担

っ
た
の
で
あ
る
。

三
面
川
に
お
け
る
明
治
初
め
の
サ
ケ
漁
獲
高
は
図

６
に
示
す
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
は
五
万
四
千

尾
余
り
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
数
年
は

一
二
、
三

万
尾
で
推
移
し
て
い
る
。　
一
七
年
に
は
七
三
万
七
十

尾
余
り
と
驚
く
べ
き
漁
獲
量
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

と
き
鮭

一
尾
と
大
根

一
本
が
交
換
さ
れ
た
と
い
う
。

旧
村
上
士
族
は
、
地
元
の
教
育
に
も
熱
心
で
あ

っ

た
。
明
治

一
一
年
に
は
山
林
を
売

っ
て
小
学
校
を
作

り
、
ま
た
翌
年
中
学
支
校
を
設
立
し
た
。
こ
の
支
校

は
村
上
私
学
校
と
な
り
、
四
三
年
の
県
立
村
上
中
学

の
設
立
ま
で
続
い
た
。
ま
た
授
業
料
援
助
、
奨
学
金

貸
与
な
ど
の
育
英
資
金
制
度
を
創
立
し
、
子
弟
の
教

育
に
励
ん
だ
。
サ
ケ
漁
に
よ
り
得
た
利
益
を
教
育
に

つ
ぎ
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
人
た

ち
を

「鮭
の
子
」
と
呼
ん
で
い
る
。

戦
後
の
三
面
川
と
サ
ヶ
漁

昭
和
二
四
年

（
一
九
四
九
）
、
漁
業
法
が
改
正
さ

れ
た
。
三
面
川
で
は
旧
藩
士
に
よ
る
漁
獲
権
の
独
占

が
廃
止
さ
れ
、
流
域
住
民
か
ら
な
る
新
た
に
３
つ
の

漁
業
協
同
組
合

（三
面
、
大
三
面
、
村
上
鮭
産
）
が

結
成
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
熱
心
に
行
な
わ
れ

て
い
た
稚
魚
の
放
流
が

一
気
に
減
少
し
て
い
っ
た

（図
７
）
。
ま
た
乱
獲
や
密
漁
が
続
き
サ
ケ
資
源
は
枯

渇
の
道
を
た
ど
り
、
漁
獲
高
は
二
三
年
に

一
万
尾
を

割

っ
た
の
ち
二
九
年
に
は
つ
い
に

一
、
○
○
○
尾
を

割
る
状
況
と
な
っ
た
。
三
面
川
も
昭
和
三
〇
年
代
か

ら
治
水
を
目
的
と
し
て
改
修
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
三

八
年
修
正
の
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の

一
の
地

形
図
で
は
図
８
の
よ
う
に
、
戦
前
ま
で
保
た
れ
て
い

た
種
川
と
し
て
の
河
道
が
大
き
く
姿
を
変
え
て
し
ま

っ
た
。
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
え
て
サ

ケ
漁
は
絶
減
寸
前
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
至
り
、
３
つ
の
漁
業
協
同
組
合
は
昭
和
三

八
年

（
一
九
六
三
）
に
合
併
し
て
三
面
川
鮭
産
漁
業

協
同
組
合
と
な
り
、
ふ
化
事
業
の
合
理
化
に
よ
り
増

殖
対
策
が
進
め
ら
れ
た
。
五
二
年
か
ら
は
河
口
か
ら

二
』
の
場
所
に
、
澪
筋
い
っ
ぱ
い
に
柵
を
設
置
し
て

行
う

「
一
括
採
捕
」
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
三
面
川

で
は
五
二
年
に
改
修
が
行
な
わ
れ
、
種
川
と
し
て
河

道
に
新
た
に
水
路
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り

採
卵
数
も
増
大
し
、
川
で
の
サ
ケ
の
捕
獲
高

一
万
尾

台
に
ま
で
に
回
復
し
た
。
近
年
で
は
毎
年
約
三
～
四

万
尾
が
捕
ら
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。

図
７
　
稚
魚
の
放
流
数

（尾
）
亀
三
面
川
の
鮭
の
歴
史
』

に
基
づ
き
遠
山
が
作
成
）
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な
お
サ
ケ
は
、
三
面
川
に
遡
上
す
る
以
前
に
河
口

で
の
定
置
網
や
刺
し
網
に
よ
り
海
で
も
と
れ
る
。
先

の
捕
獲
高
は
川
を
遡

っ
た
数
な
の
で
海
で
捕
れ
た
数

を
含
め
る
と
、
よ
り
多
く
の
サ
ケ
が
三
面
川
に
帰

っ

て
来
た
こ
と
に
な
る
。
昭
和
五
二
年
か
ら
海
と
川
の

漁
協
が
共
存
共
栄
の
た
め
協
同
で
サ
ケ
資
源
を
守
り
、

殖
や
す
施
策
が
始
め
ら
れ
た
。
海
面
漁
業
者
が
成
熟

卵
の
無
償
拠
出
、
ま
た
協
力
金
を
支
払
う
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
八
年
か
ら
は
、
河
口
に

設
置
す
る
定
置
網
の
間
口
を
四
〇
〇

ｍ
か
ら
八
〇
〇

ｍ
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。

近
世
後
半
に
編
み
出
さ
れ
た
サ
ケ
の
産
卵
場
の
整

備
、
種
川
の
制
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
サ
ケ
は
ほ
ぼ

四
年
後
に
母
川
に
産
卵
の
た
め
戻

っ
て
く
る
と
の
習

性
を
理
解
し
、
こ
の
よ
う
な
整
備
を
行

っ
た
こ
と
に

驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。

最
後
に
、
「
鮭
の
子
」
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お

き
た
い
。
明
治
に
な
っ
て
漁
業
権
を
得
た
旧
村
上
藩

士
た
ち
は
子
弟
の
教
育
に
熱
心
で
あ
り
、
そ
の
援
助

を
得
た
人
々
が

「鮭
の
子
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
中

に

『朝
鮮
史
』
全
３５
巻
を
編
さ
ん
し
た
稲
葉
岩
吉
な

ど
が
い
た
が
、
そ
の

一
人
に
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
内
務
省
技
師
と
し
て
活
躍
し
た
近
藤
虎
五
郎

（
一

人
六
五

，

一
九
二
二
）
が
い
た
。
今
日
で
は
忘
れ
さ

ら
れ
て
い
る
が
、
内
務
省
勤
務
当
時
、
要
職
に
つ
い

て
日
本
の

「
国
土
づ
く
り
」
を
指
導
し
た
。
筆
者
の

専
門
が
ら
、
「
鮭
の
子
」
の

一
人
に
彼
の
名
前
を
見

つ
け
て
、
三
面
川
サ
ケ
漁
が
急
に
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
思
い
で
あ
る
。

彼
は
、
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）
、
東
京
帝
国

大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
２

年
間
、
私
費
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
の
ち
内
務
省

に
入
っ
た
。
内
務
省
で
は
若
い
時
期
を
除
い
て
ほ
と

ん
ど
東
京
の
本
省
で
勤
務
し
、
主
に
府
県
土
木
事
業

を
指
導
し
た
。
ま
た
臨
時
治
水
調
査
会
、
都
市
中
央

委
員
会
な
ど
各
種
の
委
員
会
に
委
員
と
し
て
参
加
し

た
。　
一
方
、
大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
か
ら
は
東
京

帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
、
後
進
の
教
育

に
も
関
与
し
た
。

明
治
三
二
年
に
は
工
学
博
士
と
な
っ
た
が
、
論
文

審
査
に
基
づ
く
初
め
て
の
工
学
博
士
で
あ

っ
た
。
夫

人
は
、
帝
国
大
学
二
代
目
総
長
加
藤
弘
之
の
三
女
で

あ
る
。
『内
務
省
直
轄
土
木
工
事
略
史

・
沖
野
博
士

伝
』
貧

九
五
九
年
）
で
は
、
近
藤
は
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
氏
は
府
県
に
対
し
て
は
大
勢
力
が
あ
り
、
直
轄

工
事

の
沖
野
博
士
に
匹
敵
す
る
位

で
あ

っ
た
が
、

僅
々
五
十
八
で
病
死
せ
る
は
国
家
の
た
め
惜
し
き
限

り
で
あ

っ
た
。
」

な
お
沖
野
と
は
、
近
代
国
直
轄
河
川
事
業
の
父
と

い
わ
れ
る
沖
野
忠
雄
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
ф
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図8 戦後の三面川下流部河道状況図 (5万分の1地形図
「村上」1963年修正から作成)
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